
小学校第６学年 学級活動〔学級や学校の生活づくり〕指導案 

期日 平成 21年９月 16日（水） 第５校時 

場所 ６年１組 教室 

指導者 教諭 立山 亮仁 

１ 議題名 ６年１組「本気」アップ大作戦 活動内容（１） 

２ 議題について 

(1) 学級会の話合いは，各教科の話合いとは異なり，学級や学校の実生活の問題などリアリティのある話題 

を取り上げて話し合う活動である。よりよい生活を築くために，互いの価値観や考え方などの違いを超え 

て，みんなにとっても，自分にとってもよい方法などについて総意をまとめ，集団決定する点に意義があ 

る。

この学級会を行うことで，児童一人一人が目標を持ち，学級の一員として役割や責任を果たし，自己を 

よりよく生かすとともに，みんなで協力して解決したり，自己の生き方について考えを深めたりする自主 

的・実践的な態度を身に付けることができると考える。 

児童はこれまで，様々な体験活動や運動会のリレー練習など，自分たちで計画し，実践して学級のみん 

なが心を一つにしてがんばることの心地よさと満足感を経験している。前期後半のこの時期に，学級目標 

である， 「本気」を出し合い，絆を深める取組を考えることは，小学校生活の充実に資するものである。 

(2) 本学級の児童の実態は次のとおりである。 （男子 13人，女子 16人，計 29人） 

○ 学級会に関するアンケート結果（９月 実施 29名） 

① 学級会は楽しいですか はい 14人 いいえ 15人 

② 議題案を提出したことがありますか はい ２人 いいえ 27人 

③ 学級会で，自分の意見が言えますか はい 14人 いいえ 15人 

④ 学級会で，友達の意見をしっかり聞いていますか はい 28人 いいえ １人 

⑤ 決まったことを実践していますか はい 27人 いいえ ２人 

○ ６年生になって，これまで一番印象に残っていることは何ですか。 

運動会のリレー 15人 運動会の応援団 ５人 部活 ４人 その他 ５人 

○ ６年生になって，自分自身が成長しているなと思うのは，どんなところですか。 

学習関係 ９人（自主学習 勉強のやり方 読む本の内容 スポーツの上達） 

地域の人や先生方に自分の方から進んで大きな声で挨拶ができるようになった ５人 

積極的に自分の考えをみんなの前で言えるようになった ５人 

これまで，学級の問題が起こるごとに，話合いや指導を繰り返してきたことで， 「僕は笑ってすませられ 

ることでも，人によってとても気にしたり悲しんだりするということを，友達の涙で気が付いた。人によ 

って感じ方が違うということが分かった。」や「これまで，友達に言われたら，こわくて言い返すことがで 

きなかったけど，勇気を出して言うことができた。」など友達や家族との関わりの中で成長しているという 

ことを実感している様子が窺える。 

(3) 本題材の系統と他領域との関連は次のとおりである。 

《学級活動》 

《他領域との関連》 

事前 学級目標設定 

学級旗作成 

諸問題の解決 

本時 実践 振り返り 学級会「６年１ 

組『本気』アッ 

プ大作戦」 

学校のために私た 

ちにできること 

卒業に向けての 

取組を考えよう 

運動会のリレーで私たち６年１組は，一位，二位をとりました。朝や昼休みに練習したかいがあったと思います。たくさ 

んの努力と苦労をしてきました。委員会の仕事や応援団の人はあまり練習に来られませんでした。チームどうし，クラスメ 

イトともたくさんもめたり，けんかしたりしました。でも本番では，みんなの絆が深まって，一位，二位がとれました。と 

てもうれしく，一番の思い出です。（児童の日記より） 

道徳 

信頼・友情「言 

葉のおくり物」 

学年ＰＴＡ行事 

「ナイトハイ 

ク」を楽しもう 

学校行事 

「送別集会」 

「卒業式」 

学校行事 

「学習発表会」 

で発信しよう



(4) 本題材の指導にあたっては次の点に留意する。 

事前 ○全員が自分の意見を持って学級会に参加できるよう，学級活動ノートに考えを記入する時間 

を確保する。 

○どんな思いで取組をしたいのか，児童の活動への思いを深めておく。 

○児童が自信を持って発言できるように，学級活動ノートに目を通し，それぞれの意見を把握 

しておく。 

本時 ○活動内容について，学級目標や提案理由をもとに話し合わせる。 

○話合いの最後に，学級会がんばりカードを使って，児童が自分の活動を振り返ることができ 

るようにする。 

○児童のよさを見付けて認め励まし，実践への意欲を高める。 

事後 ○役割分担表や，実践後の振り返りカードを作成し，一人一人の活動への取組と実践を通して 

学んだことを記録させ，学びの足跡を残しておく。 

○学級の取組を学校へ広げることはできないか考えさせ，次の提案へつなぐようにする。 

○個人や学級の進歩など具体的な事実を取り上げて評価し，次の活動への意欲を持たせる。 

３ 学級会の目標 

(1) ６年１組のみんながもっと仲よくなり絆を深めることができるように，全員が本気になって取り組 

む活動を決め，実践することができる。 

(2) 提案理由や学級目標を意識して，自分の意見をはっきりと発表することができる。 

４ 指導計画 

過程 月 日 内 容 活動時間 評価の視点 研究の視点 

事前 ９月 12日 

９月 12日 

９月 14日 

９月 15日 

議題案の整理，決定 

計画委員会① 役割分担 

計画委員会② 小柱原案 

作成 

小柱決定 

学級会の予告 

ノートへの記入 

計画委員会③ 

司会者グループの打合せ 

昼休み 

昼休み 

昼休み 

帰りの会 

昼休み 

自分たちの生活に関心を持ち， 

よりよい学級を作ろうとして 

いるか。（関心・意欲・態度） 

提案理由をまとめ， 小柱を立て 

ることができたか。（思考・判 

断，表現・技能） 

自分の考えを記入することが 

できたか。（思考・判断， 技能・ 

表現） 

司会や記録の練習ができたか。 

（技能・表現） 

問題意識を 

持っている 

か。 

積極的に学 

級会の準備 

をしようと 

しているか。 

本時 ９月 16日 ６年１組「本気」アップ 

大作戦 

学級活動 提案理由や学級目標を意識し 

ながら考え， 意見を発表するこ 

とができたか。 （思考・判断， 

技能・表現） 

相手の考え 

や意見を真 

摯に受け止 

め， 自分の考 

えを協調的， 

建設的に伝 

えているか。 

事後 ９月 17日 

９月末日 

活動細案決定 

「本気」アップ大作戦活 

動実践 

活動の反省 

帰りの会 

学級活動 

随時 

友達と協力しながら進んで活 

動しているか。（関心・意欲・ 

態度） 

意欲的に参加し， 楽しんでいる 

か。（関心・意欲・態度，技能・ 

表現） 

友達や自分のがんばりやよさ 

を見付けたか。（思考・判断） 

進んで活動 

しているか



５ 本時の活動 

(1) 目標 

○ 学級目標「本気」を大切にし，学級みんなで取り組む活動について考え，実践の見通しを持つことがで 

きる。 

○ 提案理由や学級目標を意識して，自分の意見を協調的，建設的に発表することができる。 

(2) 展開 

議 題 ６年１組「本気」アップ大作戦～絆を深めるためにみんなが本気になって取り組む 

活動を決めよう～ 

提案理由 

小学校最後の１年だから，もっといろいろな人と話をして，みんなと絆を深めら 

れたらいいなと思います。卒業するとき，今よりもっとクラスのみんなと仲よくし 

ていたいと思います。５月のリレーの練習のようにみんなで本気になって取り組む 

ことができるような活動をしたいと思って提案します。 

話合いのめあて ・提案理由に沿った意見を出したり，友達の意見を聞いたりして話合いを深める。 

・一人一回は自分の考えを伝えよう。（全員発表） 

役 割 司会 副司会 書記 

活動の流れ 形態 

時間 

予想される児童の反応 ○教師のかかわり ★評価 備考 

１はじめの言葉 

２役割紹介 

３議題の確認 

４提案理由の確認 

５先生の話 

６話合いのめあて 

一斉 

８分 

○みんなと絆を深めることが 

できるような楽しい取組を 

したい。 

○今日のめあてをがんばろう。 

○提案理由をはっきりさせて 

発言しよう。 

○提案理由やめあてについて補 

足し，話合いに入れるように 

する。 

学級会 

ノート 

学級活 

動実践 

計画書 

７話合い 

(1)どんなことを 

するか 

(2)どんな方法で 

するか 

日時 

場所 

方法 

グルー 

プ

一斉 

30分 

○私は，大縄大会がいいと思 

う。 心を一つにしないと跳べ 

ないから。 

○運動会のリレーの練習でみ 

んなの心が一つになったか 

ら， レクレーションをして楽 

しみたい。 

○ボランティアをして， 学校の 

みんなに６年１組のがんば 

っているところを見せたい。 

○みんなの前で発表する抵抗を 

なくすために，グループで自 

由に話す時間を確保する。 

○予想される意見は，事前に短 

冊に書き，話合いの時間を確 

保する。 

○内容が教育課程の変更や金銭 

に関することになりそうであ 

ったら指導する。 

○時間が不足するようなとき 

は，帰りの時間で話し合う。 

★〈思考・判断〉提案理由を意 

識しながら考えることができ 

たか。 

★〈技能・表現〉議題の趣旨に 

沿った意見を理由を付けて発 

言することができたか。 

学習シ 

ート 

学級会 

ノート 

８決まったことの 

発表 

９自分の反省をノ 

ートに書く 

10話合いの反省 

11終わりの言葉 

一斉 

７分 

○記録係が決まったことを発 

表する。 

○副司会が話合いの様子でよ 

かったことを発表する。 

○ 今日の話合いを振り返り， 

ノートに記録する。 

○話合いの中でよかったところ 

を認め励まし，実践への意欲 

を高める。 

★〈技能・表現〉各自の反省を 

ノートに書くことができた 

か。 

★〈関心・意欲・態度〉実践へ 

の意欲は高まったか。 

自己評 

価シー 

ト




